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今年も三高ビジュアル系美男美女 (自称)

４０８名
中学３年生と保護者の皆様のお越しをお待ちしています

道を拓く!三刀屋高校総合学科

蒼
雲
学校だより

第108号

（１）第108号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）6月17日(金)

がお待ちしています

（近隣中学校の皆さんには、７月中に学校を通じてご案内します）

県
高
校
総
体
が
終
わ
り
、
今
号
で

は
そ
の
結
果
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。

歓
喜
の
勝
利
も
あ
れ
ば
、
悔
い
の
残
る

戦
い
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
紙

面
だ
け
で
は
そ
の
熱
い
思
い
を
十
分
に

伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
じ

三
高
生
の
奮
闘
ぶ
り
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
▼
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー

ス
で
、
「
た
か
が
野
球
、
さ
れ
ど
野
球
」

の
名
言
を
遺
し
た
徳
島
県
立
池
田
高
校

野
球
部
の
名
将
、
故
蔦
文
也
監
督
に
係

る
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
（
６
／

６
、Y

O
M
I
U
R
I
O
N
L
I
N
E

）
▼
（
１
９
７

６
年
に
徳
島
県
の
）
県
高
校
野
球
連
盟

が
ま
と
め
た
冊
子
に
、
蔦
さ
ん
は
「
私

の
野
球
は
負
け
か
ら
の
出
発
で
あ
り
ま

し
た
」
と
寄
せ
て
い
る
。
「
負
け
る
こ

と
は
不
名
誉
な
こ
と
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

不
名
誉
な
こ
と
は
、
負
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
間
が
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
続
く
。

負
け
れ
ば
終
わ
り
の
甲
子
園
で
、

比
類
な
き
強
さ
を
発
揮
す
る
以
前
、

再
挑
戦
し
続
け
た
日
々
を
支
え
た

の
は
、
「
野
球
と
は
違
い
、
人
生

に
は
敗
者
復
活
戦
が
あ
る
」
と
の

信
念
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
記

事
を
そ
の
ま
ま
、
自
分
の
目
標
に

挑
戦
し
続
け
る
す
べ
て
の
高
校
生

に
贈
り
ま
す
。

（
編
集
長
記
）

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

「
人
生
は
敗
者
復
活
戦
ぞ
」

（
故
蔦
文
也
監
督
）

新
年
度
用
の
『
学
校
案
内
』
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
配
布
し
ま
す
。
左
は
昨

年
度
作
成
し
た
『
学
校
案
内
』
で
す
。

如己愛人

兼編集後記

〈
お
断
り
〉

今
号
は
６
月
17
日
付
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
印
刷
業
者
へ
の
出
稿
が
遅
れ
た

た
め
、
お
手
元
に
届
く
の
が
翌
週
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

つながろう三高
つながろう雲南



【
女
子
】

準
々
決
勝
、
準
決
勝
と
も
に
大
差

で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
、
決
勝
戦
で
も

序
盤
か
ら
小
刻
み
に
加
点
し
て
リ
ー

ド
を
広
げ
、
５
年
連
続
30
回
目
の
優

勝
。
男
子
と
と
も
に
、
県
内
高
校
４

大
会
を
完
全
制
覇
し
た
。

県
総
体
前
に
は
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
た
中
国

大
会
で
も
、
初
戦
で
山

口
県
代
表
の
下
関
短
大

附
属
高
校
に
７
対
０
で
コ
ー
ル
ド
勝

ち
し
て
お
り
、
今
大
会
で
も
危
な
げ

な
い
戦
い
ぶ
り
で
頂
点
に
立
っ
た
。

８
月
２
日
か
ら
広
島
県
尾
道
市
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体
で
も
、

ま
ず
は
初
戦
を
突
破
し
て
勢
い
に
乗

り
た
い
。

2016年（平成28年）6月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第108号（２）

全校生徒数 体育系部員数

男子 182

408

男子 150

243

女子 226 女子 93

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
へ

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
８
／
２
〜
６
、
広
島
県
尾
道
市
）

▼
少
林
寺
拳
法

門
脇

宥
紀
菜
（
３
年
）

（
７
／
31
〜
８
／
２
、
岡
山
県
美
作
市
）

５
年
連
続
30
回
目

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＜男子決勝＞５回コールド

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 ２ １ ２ ０ ４ ９

安 来 ０ ０ ０ ０ ２ ２

＜女子決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 １ ４ ２ ０ ０ ０ ０ ７

大東 １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ３

男子 女子

２
年
振
り
28
回
目

〈
県
総
体
〉
で
昨
年
の
雪
辱

〈
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
定
戦
〉
山
口
県
代
表
に
惜
敗

＜女子準決勝＞５回コールド

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 ３ ０ ２ ９ ２ 16

出雲商業 ０ ０ ０ ０ １ １

＜女子準々決勝＞５回コールド

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

安来 ０ ０ ０ ０ ０ ０

三刀屋 ３ ８ 15 ２ × 28

＜島根県・山口県ブロック代表決定戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 ５ ０ ０ １ ０ ３ ０ ９

徳山(山口) ０ ０ １ ３ ０ ０ 6× 10

（６／４～５、大社高校）

▼
顧
問

長
岡

将
司(

監
督)

中
曽

拓
人

▼
部
員

木
次

美
雪
（
３
年
）

田
島

実
侑
（
３
年
）

周
藤

蘭

（
３
年
）

内
藤

舞

（
３
年
）

山
根

七
海
（
３
年
）

青
木
真
衣
子
（
３
年
）

板
倉

知
香
（
３
年
）

加
藤

千
佳
（
３
年
）

小
林

大
子
（
３
年
）

永
見
日
奈
子
（
３
年
）

難
波

夏
里
（
３
年
）

塚
本

有
香
（
２
年
）

妹
尾
ほ
た
る
（
２
年
）

難
波

紫

（
２
年
）

野
津

日
和
（
２
年
）

山
本

早
季
（
２
年
）

深
田

彩
華
（
１
年
）

深
田

紗
生
（
１
年
）

定
本
あ
ゆ
み
（
１
年
）

小
村

優
希
（
１
年
）

細
木

未
悠
（
１
年
）

▼
顧
問

験
馬

敦
史

(

監
督)

高
尾

祥
平

▼
部
員

梶
田

啓
悟
（
３
年
）

藤
原

弘
明
（
３
年
）

飯
塚

柾
樹
（
３
年
）

常
松

瑞
希
（
３
年
）

伊
藤

達
晃
（
３
年
）

田
本

泰
弘
（
３
年
）

長
谷
川

丞
（
２
年
）

落
合

雄
大
（
２
年
）

陶
山

凌
雅
（
２
年
）

永
瀬

開
斗
（
２
年
）

飯
塚

成
希
（
２
年
）

藤
原

一
樹
（
２
年
）

松
村

涼
大
（
２
年
）

細
木

悠
作
（
２
年
）

板
垣

俊
平
（
１
年
）

奥
井

祐
介
（
１
年
）

山
根

遥
己
（
１
年
）

渡
部

沙
彩
（
２
年
）

県
内
高
校
４
大
会
完
全
制
覇

【
男
子
】

県
総
体
決
勝
戦
で
は
投
打
が

か
み
合
い
、
９
対
２
の
５
回
コ
ー

ル
ド
勝
ち
で
２
年
ぶ
り
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

翌
日
に
は
山
口
県
代
表
の
徳

山
高
校
を
迎
え
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
権
を
か
け
た
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
決
定
戦
を
行
っ
た
。
序
盤

か
ら
終
始
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
も

の
の
、
最
終
回
の
不
運
で
逆
転

を
許
し
、
２
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

昨
年
の
県
総
体
で
は
15
年
連

続
優
勝
を
安
来
に
阻
ま
れ
た
。

そ
の
挫
折
を
乗
り
越
え
て
練
習

を
重
ね
、
３
月
の
全
国
高
校
選

抜
大
会
で
は
16
強
入
り
を
果
た

し
て
い
た
だ
け
に
、
実
に
惜
し

い
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
ま

で
の
選
手
の
健
闘
を
称
え
た
い
。

（5月1日現在）



▽
二
百
㍍
平
泳
ぎ

３
位

吉
川
航
輝

※
こ
の
結
果
、
７
月
22
日
か
ら

山
口
市
で
開
催
さ
れ
る
中
国

大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
）

へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

卓

球

陸
上
競
技

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
６
／
２
〜
４
、
益
田
市
民
体
育
館
）

（
５
／
27
〜
29
、
松
江
市
営
陸
上
競
技
場
）

▽
３
回
戦
進
出

山
毛
翔
太
（
３
年
）

【
男
子
個
人
複
】

▽
２
回
戦
進
出

【
男
子
】

▽
走
幅
跳

８
位

山
田

幹
（
３
年
）

▽
五
千
ｍ

９
位

名
原
優
太
（
１
年
）

▽
八
百
ｍ

予
選
通
過
（
準
決
勝
進
出
）

松
原
瑠
星
（
３
年
）

【
女
子
】
（
ベ
ス
ト
16
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
０
浜
田
商
業

▽
２
回
戦

第
２
セ
ッ
ト
は
23
点
ま
で
猛
追

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
南

（
６
／
２
、
浜
田
市
）

（
６
／
２
〜
４
、

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
場
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
島
根
中
央

【
男
子
個
人
】

▽
２
回
戦
進
出

乘
本
健
史
（
３
年
）
・

小
林
昴
貴
（
３
年
）

▽
３
回
戦
進
出

安
食
拓
哉
（
３
年
）
・

若
槻
克
弥
（
３
年
）

【
女
子
団
体
】
（
ベ
ス
ト
16
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
③
‐
０
島
根
中
央

▽
２
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
松
江
南

【
女
子
個
人
】

▽
２
回
戦
進
出

島
奈
瑠
美
（
２
年
）
・

武
田
夏
乃
子
（
１
年
）

▽
３
回
戦
進
出

菅
田
野
衣
（
２
年
）
・

中
林
楓
香
（
２
年
）

若
槻
真
依
（
１
年
）
・

土
谷
美
蘭
（
１
年
）

【
男
子
】
（
ベ
ス
ト
８
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
69
‐
49
松
江
南

（
６
／
４
、
県
立
水
泳
プ
ー
ル
）

水

泳

【
男
子
】

▽
百
㍍
平
泳
ぎ

２
位

吉
川
航
輝
（
２
年
）

サ
ッ
カ
ー

（
５
／
28
、
松
江
商
業
高
校
）

【
男
子
】

▽
１
回
戦

合
同
Ａ
（
三
刀
屋
・
大
東
）

０
‐
⑨
立
正
大
淞
南

社
会
体
育

バスケットボール

▼
高
野
さ
ん
（
女
子
砲
丸
投
５
位
）

▼
吉
川
さ
ん
（
男
子
水
泳
百
ｍ
平
泳
ぎ
２
位
）

（
男
子
水
泳
二
百
ｍ
平
泳
ぎ
３
位
）

須
山
泰
成
（
２
年
）

【
女
子
】

▽
百
ｍ

予
選
通
過
（
準
決
勝
進
出
）

小
豆
澤
真
帆
（
２
年
）

▽
砲
丸
投

５
位

高
野
彩
香
（
１
年
）

※
陸
上
競
技
は
、
各
種
目
６

位
以
内
が
岡
山
市
で
開
催

さ
れ
る
中
国
大
会
へ

山
田
さ
ん
ト
ッ
プ
エ
イ
ト

初
戦
突
破
も

エ
イ
ト
入
り
逃
す

中
国
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
）
出
場
権
獲
得

２
年
ぶ
り
エ
イ
ト
復
帰

男
子

社会体育で競技を続ける吉川さん。 １年生ながら５位と大健闘の高野さん。

▽
２
回
戦

三
刀
屋
68
‐
54
出
雲

▽
準
々
決
勝

三
刀
屋
39
‐
103
松
江
東

【
女
子
】剣

道

（
６
／
３
、
松
江
市
総
合
体
育
館
）

【
男
子
】

部
員
が
３
年
生
２
名
の
た
め
団

体
戦
に
出
場
で
き
ず
、
個
人
戦
も

初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
。

４
月
の
県
大
会
で
は
個
人
戦
で

４
回
戦
ま
で
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

し
た
安
部
勝
久
（
３
年
）
さ
ん
が
、

明
日
か
ら
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る

中
国
大
会
に
出
場
す
る
。
高
校
最

後
の
大
舞
台
で
の
健
闘
を
期
待
し

た
い
。

柔

道

（
５
／
28
〜
29
、
県
立
武
道
館
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
⑤
出
雲
工
業

【
男
子
個
人
】

▽
２
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

73
㎏
級

須
山
暁
裕
（
２
年
）

66
㎏
級

石
田
一
伎
（
３
年
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
大
田

【
男
子
個
人
単
】

山
毛
翔
太
（
３
年
）
・

和
泉

僚
（
２
年
）

【
女
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
浜
田

【
女
子
個
人
単
】

▽
２
回
戦
進
出

中
西
優
貴
（
２
年
）

▽
３
回
戦
進
出

若
槻
帆
乃
佳
（
３
年
）

【
女
子
個
人
複
】

▽
２
回
戦
進
出

石
田
歩
実
（
３
年
）
・

若
槻
帆
乃
佳
（
３
年
）

（
６
／
２
〜
３
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

▽
１
回
戦

第
３
ピ
リ
オ
ド
ま
で
の

リ
ー
ド
を
守
れ
ず
惜
敗

三
刀
屋
32
‐
37
矢
上

（３）第108号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）6月17日(金)



＜２回戦＞5/28

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

三刀屋 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

出雲 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

野 球 出雲地区大会

＜準決勝＞5/29

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 計

出雲商業 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 1× ２

( 浜山球場 )

野球は総体競技ではありません

県総体を前に、今年も図

書館ではスポーツ選手のた

めの「栄養学（食事）」

「メンタルトレーニング」

「ストレッチ・テーピング」

等々を紹介する書籍を特集

展示して選手を応援しまし

た。

第54回島根県高校総体 点描

＜決勝＞6/1

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

三刀屋 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

大社 ２ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ２ × ８

2016年（平成28年）6月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第108号（４）

心と体のサプリ本を紹介！

若
き
日
の
恩
田
君
？

接
戦
に
強
い
粘
り
の
三
高
！

エ
ー
ス
朝
日
の
粘
投
に
打
線
が
応
え
ら
れ
る
か
が
鍵

決勝戦では４月の大会で０対１と敗れた大社に

雪辱したかったが、延長戦を含めて２試合連続完

投したエース朝日を温存。先制したものの小刻み

に加点されて優勝はならなかった。

＜県総体の記録＞

個人競技は２回戦進出また

は入賞以上等を掲載しました。

各部の結果詳細は、生徒会執

行部発行の『Sanko-Now』(学

校ＨＰ掲載)をご覧ください。

男子バスケットボールがベスト８入りした瞬間のベンチ

少
林
寺
拳
法

５月に米子市で開催された鳥取県との

合同選考会で、夏の全国高校総体（岡山

県美作市）に出場する島根県代表選手が

決定した。本校関係分は次の通り。

▽自由単独演武（島根県代表）

門脇宥紀菜（３年）

社
会
体
育



書

道

高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

勝
敗
を
決
す
る
体
育
系
の
部
活
動
に
対
し
て
、
文
化
部
は

順
位
や
賞
を
競
う
活
動
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
何
を

や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
の
声
も
少
な
く
な
い
が
、
県

総
体
の
期
間
と
重
な
る
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
は

毎
年
、
高
文
連
の
各
専
門
部
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
講
習
会
等
、
意
欲
的
な
活
動
が
さ
ま
ざ
ま
展

開
さ
れ
て
い
る
。
注
目
！

19
校
１
４
４
名
が
参
加

５
月
27
日
（
金
）
、
大
田
市
の

仁
摩
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
、
県
内
19
校
か
ら
昨
年
を

30
名
近
く
上
回
る
１
４
４
名
が
集

い
、
本
校
か
ら
も
書
道
部
員
７
名

が
参
加
し
た
。

会
場
で
仕
上
げ
た
作
品
が
審
査

高
文
連
出
雲
地
区
高
校
美
術
講
習
会

美

術

出
雲
地
区
10
校
か
ら
１
２
８
名
参
加

吹
奏
楽

第
51
回
出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭

中
高
36
団
体
が
出
演

（
６
／
４
、
出
雲
市
民
会
館
）

島
根
県
出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭
が

６
月
４
日
、
出
雲
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
中
高
の
36
団
体
が
出

演
。
本
校
吹
奏
楽
部
は
、
今
年
の

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

曲
「
マ
ー
チ
・
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・

ド
リ
ー
ム
」
（
作
曲
／
矢
藤
学
）

と
「
ブ
ラ
ジ
ル
」
（
作
曲
／
バ
ロ
ー

ゾ
）
の
２
曲
を
披
露
し
た
。

１
年
生
12
名
が
入
部
し
、
昨
年

の
同
時
期
よ
り
７
名
多
い
38
名
で

活
動
す
る
吹
奏
楽
部
。
野
球
県
大

会
で
の
応
援
演
奏
の
ほ
か
、
今
年

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト
競
技
の

開
会
式
で
の
演
奏
予
定
も
あ
っ
て

体
力
勝
負
と
も
な
り
そ
う
だ
が
、

一
番
の
目
標
は
２
ヶ
月
後
に
迫
っ

た
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
。
益
々
練

習
に
熱
の
入
る
熱
い
夏
を
迎
え
る
。

放

送

県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
松
江
地
区
大
会

兼
第
63
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
地
区
予
選

７
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
に
向
け
た
最
初
の
関
門
、

松
江
地
区
予
選
に
は
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
・
朗
読
の
両
部
門
に
９
校
か
ら

62
名
の
放
送
部
員
が
出
場
し
、
こ

の
う
ち
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
高
見

ひ
の
め
さ
ん
（
２
年
、
３
位
）
、

朗
読
部
門
で
小
澤
星
斗
さ
ん
（
２

年
、
12
位
）
の
二
人
が
予
選
を
突

破
し
、
出
雲
石
見
地
区
代
表
を
合

わ
せ
た
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

▼
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿

高
見
ひ
の
め
（
２
年
）

「
生
き
物
に
は
す
べ
て
『
さ
ん
』

付
け
。
」
そ
う
話
す
の
は
、
理
科
の

藤
原
先
生
で
す
。
教
務
部
長
で
も
あ

る
先
生
は
、
終
業
式
で
生
き
物
の
中

で
も
特
に
、
植
物
に
関
連
し
た
話
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

生
物
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
藤
原

先
生
。
な
ぜ
生
き
物
に
「
さ
ん
」
付

け
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
植
物
の

生
き
方
は
人
間
に
も
参
考
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
尊
敬
で
き
る
か
ら
だ

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
の
終
業
式
で
も
、
「
麦
は
踏

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
、
成
長
し
ま
す
。
人
間
も
、
植

物
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ら
れ

て
も
、
め
げ
ず
に
逞
し
く
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
き
物
を
通
し
て

生
徒
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

い
く
藤
原
先
生
。
今
後
の
お
話
に
期

待
が
た
か
ま
り
ま
す
。

（
５
／
26
、
松
江
南
高
校
）

２
名
が
県
大
会
出
場
へ(

ア
ナ
ウ
ン
ス
・
朗
読
部
門)

得
し
た
。

新
入
生
部
員
も
、
短
い
練
習
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
堂
々
の
発
表

を
み
せ
、
今
後
に
期
待
が
膨
ら
ん

だ
。

さ
れ
、
本
校
は
３
名
の
作
品
が

特
選
に
選
ば
れ
た
。

▼
審
査
結
果

特
選

妹
尾
有
真
（
３
年
）

渡
部
真
夕
（
２
年
）

藤
坂
有
加
（
１
年
）

標
記
出
雲
地
区
講
習
会
に
は
10

校
１
２
８
名
が
参
加
。
本
校
か
ら

は
美
術
部
員
16
名
が
参
加
し
、
宿

泊
先
の
出
雲
市
小
境
町
の
サ
ン
・

レ
イ
ク
か
ら
バ
ス
で
一
畑
薬
師
に

移
動
し
て
油
絵
作
品
を
制
作
し
た

(

写
真
上
段)
。

最
終
日
は
作
品
を
集
め
て
互
い

に
鑑
賞
し
、
さ
ら
に
は
講
師
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
い
た
神
戸
芸
術

工
科
大
学
の
中
山
先
生
に
、
全
体

の
講
評
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

（５）第108号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）6月17日(金)

凛
と
し
た
雰
囲
気
の
会
場
で
、

二
つ
の
課
題
作
品
（
臨
書
・
創
作
）

に
挑
戦

６
／
２
〜
４

島根県高文連

＜三高の文化部＞
写真 ＥＳＳ ＪＲＣ
美術 書道 文芸
華道 演劇 吹奏楽
箏曲 放送 自然科学
＜同好会＞
合唱 パソコン ダンス

書
と
自
分
に
向
き
合
う
緊
張
感
！

三
高
か
ら
は
16
名
参
加

ＪＲＣ

Junior Red Cross

青少年赤十字

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
里
苑

の
訪
問
、
広
島
の
平
和
記
念
日
に

向
け
て
千
羽
鶴
の
作
成
、
学
校
内

外
で
の
清
掃
活
動
等
々
、
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
前
号
で
既

報
の
通
り
、
５
月
初
め
に
は
熊
本

地
震
義
援
金
募
金
活
動
を
み
し
ま

や
三
刀
屋
店
で
行
い
ま
し
た
。

本
日
は
、
県
内
高
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ

部
員
が
一
堂
に
会
す
春
季
協
議
会

を
開
催
し
、
事
務
局
校
と
し
て
企

画
か
ら
準
備
・
運
営
ま
で
担
当
す

る
。校

内
で
は
有
志
が
募
金
活
動

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
校
外
で
の
募
金
活
動

と
は
別
に
、
２
年
生
を
中
心
と
し

た
有
志
９
名

が
３
日
間
、

昼
休
み
の
昇

降
口
で
熊
本

地
震
義
援
募

金
を
呼
び
か

け
た
。



文

芸

茶

道

三
斎
流
の
福
間
喜
代
美
先
生
を

お
呼
び
し
て
、
玄
関
前
の
「
蒼
雲

館
」
和
室
で
月
２
回
程
度
、
水
曜

日
の
放
課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

３
年
生
２
名
に
、
新
入
生
５
名
が

加
わ
っ
て
和
室
は
静
か
な
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

箏

曲

Ｅ
Ｓ
Ｓ

部
員
５
名
で
毎
週
水
曜
日
に
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
イ
ア
・
リ
ー
先
生
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
西

ま
ず
は
新
入
生
の
デ
ビ
ュ
ー
と

も
な
る
文
化
祭
で
の
発
表
を
め
ざ

し
、
続
く
秋
の
県
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
上
位
入
賞
を
狙
い
ま
す
。

（

En
gl
i
sh
S
p
ea
ki
ng
So
ci
et
y

）

洋
の
季
節
の
行
事
（
春
は
イ
ー
ス

タ
ー
祭
、
秋
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、

冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
）
に
ま
つ

わ
る
文
化
・
慣
習
を
学
ん
だ
り
、

英
語
の
ゲ
ー
ム
や
洋
画
な
ど
を
見

た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
英
会
話

を
学
び
、
ま
た
英
語
圏
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ

ア
先
生
の
出
身
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
手
作
り
お
菓
子
を
作
っ
て

パ
ー
テ
ィ
ー
も
す
る
そ
う
で
す
よ
。

７
月
に
は
県
内
各
校
の
英
語
好

き
の
仲
間
が
集
い
、
日
本
語
禁
止

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ェ
ス
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

本
校
Ｏ
Ｇ
の
外
部
講
師
日
之
蔵

智
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
で
練

習
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
箏
（
琴
）

で
弾
く
の
は
お
正
月
に
耳
に
す
る

定
番
の
曲
の
ほ
か
童
謡
唱
歌
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
の
主

題
歌
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
名
曲
等
々
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
１
年
生
が
４
名
入
部
し
、

十
七
絃
や
お
三
味
線
も
加
わ
っ
て

一
層
華
や
か
な
合
奏
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

入学式・卒業式では、呼名場面での
ＢＧＭとして箏曲部が演奏します。

華

道

月
に
１
〜
２
回
、
講
師
の
安
部

治
美
先
生
（
池
坊
）
に
優
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し

く
花
を
い
け
て
い
ま
す
。
１
年
生

が
３
名
入
部
し
て
現
在
部
員
は
５

名
。
高
校
か
ら
お
花
を
始
め
た
初

心
者
ば
か
り
で
す
。

文
化
祭
で
の
作
品
展
示
は
も
ち

ろ
ん
、
入
学
式
や
卒
業
式
等
、
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
場
面
で
は
華

道
部
の
お
も
て
な
し
の
心
が
作
品

と
な
っ
て
校
内
の
随
所
を
飾
り
ま

す
。
昨
年
度
は
池
坊
の
Ｈ
Ｐ
上
で

行
わ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
花

展
」
に
も
応
募
し
ま
し
た
。
兼

部
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

募
集

７
月
１
日
〜
８
月
９
日

表
彰

11
月
18
日

先
日
は
、
俳
句
甲
子
園
島
根
県

予
選
に
出
場
し
ま
し
た
（
結
果
は

次
号
で
紹
介
予
定
）
。

こ
の
ほ
か
、
今
の
時
期
は
小
説

を
メ
イ
ン
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
出
品
を
め
ざ
し
て
創
作
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
島
根
県
高
文
連

高
文
連
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
せ
ん
か

部
員
以
外
の
個
人
出
品
も
可
能
で
す
ヨ

が
主
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

小
説
・
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
）
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
文
芸
部
誌
の
６
部

門
で
募
集
し
ま
す
。
顧
問
は
、

「
文
芸
部
に
入
っ
て
一
緒
に
創
作

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
兼
部
も
ま
っ

た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
入
部
は

ち
ょ
っ
と
と
迷
っ
て
い
る
人
も
、

個
人
資
格
で
応
募
で
き
ま
す
。
応

募
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
の
で
、

スマホの画面を使ってゲーム？の説
明をするマイア先生（左側奥）。

引き続き文化部紹介

2016年（平成28年）6月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第108号（６）

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

２
年
生
部
員
２
名
は
、
島
根

県
が
普
及
を
後
押
し
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「R

u
b
y

（
ル

ビ
ー
）
」
の
習
得
も
目
指
し
な

が
ら
、
日
々
パ
ソ
コ
ン
教
室
で

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
３
月

に
開
催
さ
れ
た
「
ス
モ
ウ
ル
ビ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
甲
子
園
」
決

勝
大
会
で
は
、
見
事
ベ
ス
ト
４

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
同
好

会
な
が
ら
も
、
他
校
の
パ
ソ
コ

ン
部
に
負
け
な
い
充
実
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

華道・茶道・美術の三部で匠の技を磨
いた文化部の鉄人上田さん。

高
文
連
演
劇
講
習
会

演

劇

（
６
／
２
〜
３
、
ラ
メ
ー
ル
）

毎
年
恒
例
の
演
劇
講
習
会
に
は
、

県
内
15
校
か
ら
約
１
９
０
名
の
演

劇
仲
間
が
集
い
、
掛
合
分
校
の
亀

尾
佳
宏
教
諭
と
ご
存
知
劇
団
ハ
タ

チ
族
の
西
藤
将
人
さ
ん
を
講
師
に

舞
台
技
術
を
総
合
的
に
学
ん
だ
。

本
校
か
ら
も
今
春
の
新
入
部
員

15
名
を
含
ん
で
最
多
の
29
名
が
参

加
し
、
舞
台
作
り
の
技
術
を
基
礎

か
ら
学
ん
だ
後
、
キ
ャ
ス
ト
と
ス

タ
ッ
フ
に
分
か
れ
て
講
習
を
受
け
、

最
後
は
学
年
別
に
ミ
ニ
芝
居
を
作
っ

て
発
表
し
た
。

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
」

と
の
こ
と
。
三
高
祭(

学
園
祭)

で

は
、
部
員
の
力
作
を
集
め
た
文
芸

部
誌
「
日
和(

ひ
よ
り)

」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

ス
モ
ウ
ル
ビ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
甲
子
園
ベ
ス
ト
４

島
根
県
高
等
学
校
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
ブ
ラ
バ
ホ
ー
ル
（
松
江
市
）

7/9【土】
＜入場無料＞

高
校
生
の
ス
テ
ー
ジ
・
展
示
発
表
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

第11回



奨学金のご案内です

高等学校等給付奨学生募集 → 返還義務のない奨学金給付事業です

公益財団法人日本教育公務員弘済会島根支部

すでに6月8日に3年生対象の申し込み手続き説明会

を実施しました。必要書類の提出期限を6月25日(土)

としておりますのでご注意ください。

■募集対象‥国内の大学・短大・専修学校専門課程

への進学後に奨学金を希望する人（専修

学校によっては取り扱わない場合もあり

ます）

■奨学金の種類

第一種奨学金 無利子の奨学金(貸与)です

第二種奨学金 有利子の奨学金(貸与)です

入学時特別増額貸与奨学金（有利子貸与）

※入学前に奨学金を借りることは出来ません

※第一種奨学金と第二種奨学金の併用希望も可能です

■申込基準‥学力基準と家計基準です

平成28年度日本学生支援機構大学等奨学金（予約）

現３年生が対象です

■応募条件

１）家庭の事情により、学費支払いが困難と認められる者

２）向学心に富み、かつ学業に耐えうるもの

３）校長の推薦を受けたもの－原則として各高校１名以内

４）これまでに、この奨学金を受けていないもの

■給付内容

１）給付額 一人当たり １５万円

２）全県で４４人 三刀屋高校から１名推薦

３）原則として返還の必要はありません

■ 複数の応募者があった場合は校内で選考し、１名を推薦

します。選考にあたっては経済面を重視します。

■ 応募必要書類提出〆切は6月20日（月）です。提出書類

が数種類必要ですが、「市町村長が発行する同一生計家族の

所得証明書」も必要となります。ご希望される場合には、早

めにご準備をお願いいたします。まずはお子様を通じて願書

を総務部（担当:曽田）までご請求ください。

不明な点は総務部の担当者（須田）までお問い合わせく

ださい。

全
学
年
対
象
で
す

※進路関係の行事予定
については８頁もご覧
ください。

地区ＰＴＡ＆保護者面談について

７月前半を中心とする地区ＰＴＡについては、現在、支部

長様を中心に日程を調整していただいております。決定次第、

お子様を通じてご案内の文書をお届けいたします。

また、夏の全国高校総体ボート競技開催のため、年度当初

には一学期末の保護者面談の日程が未確定でしたが、次の通

りお願いいたします。

１年、２年→ 保護者面談 7月19日(月)～22日(金)

３年→ 三者面談 7月19日(月)～28日(木)

(土日を除く平日)

※なお、担任によっては出張等の都合により、上記基準日と

は異なる期日でご案内することがありますが、ご了承下さい。

(1)

(2)

保護者の皆様へ

今
月
は
高
文
連
自
然
科
学
専

門
部
主
催
の
「
実
験
観
察
研
修

会
」
が
１
泊
２
日
で
大
田
市
の

三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
と
三
瓶

自
然
科
学

＜お断り＞ … ＪＲＣ部・写真部・自然科学部については、

すでに今月14日から昨日にかけて大会が開催されております

が、発行スケジュールの都合により、内容紹介は次号に回さ

せていただきます。記事は6月10日現在の予定として掲載し

ております。

高
文
連
写
真
専
門
部
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
、
両
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ

た
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
県
高
校

写
真
展
を
年
末
に
開
催
し
ま
す
。

今
月
14
日
に
春
季
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
（
東
部
地
区
講
評
会
）
が
松
江

工
業
高
校
で
開
催
さ
れ
、
本
校
部

員
12
名
も
参
加
し
ま
し
た
。
審
査

結
果
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

写

真

7/10【日】加茂文化ホールラメール（有料）

全日本吹奏楽コンクール島根県大会直前のプレ
発表会 ～ 雲南・奥出雲地区の中高吹奏楽仲
間が結集します！

自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
を
会
場
に
行

わ
れ
、
２
年
生
部
員
３
名
が
参

加
し
ま
す
。

初
日
に
は
、
実
験
観
察
研
修

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
夕
食
後

に
は
講
義
が
、
２
日
目
に
は
、

サ
ヒ
メ
ル
の
施
設
見
学
お
よ
び

講
義
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

７
月
に
は
恒
例
の
「
益
田
サ
イ

エ
ン
ス
タ
ウ
ン
」
に
も
参
加
し
、

活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
２
年
生
の
み
３
名

で
活
動
中
。
少
人
数
で
す
が
、

今
年
も
学
園
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ

が
楽
し
み
で
す
。

ダ
ン
ス
同
好
会

ご
案
内

「情報モラル・セキュリティー講座」―ご家庭でも話題にしてみて下さい―
独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰ

Ａ）セキュリティーセンターの奥田美幸

氏を講師に招いて5月18日、１・２年生を

対象に情報モラル・セキュリティー講座

を開催しました。インターネットの危険

性について、最近の事例も交えてとても

わかりやすく説明していただき、普段の

講演以上に真剣に聞き入る生徒の姿があ

りました。危機意識を持って正しくネッ

ト社会に接するため、中学や高校では毎

年このような講演会を開催しています。

対応が遅れているのは案外大人かもしれ

ません。学校ＨＰにも当日のお話を詳述

しております（5月25日付新着情報）ので

ぜひご家庭でも話題にしてみて下さい。

（７）第108号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）6月17日(金)



学
校
と
企
業
の
就
職
情
報
交
換

進
路
指
導

部
と
新
旧
３

年
担
任
を
中
心
と
し
て
、
５
月
下
旬
か

ら
30
社
以
上
の
事
業
所
を
訪
問
し
て
い

る
最
中
で
す
。
本
校
を
卒
業
し
て
就
職

し
た
者
の
近
況
を
聞
き
、
支
援
す
る
こ

と
で
早
期
離
職
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
今

年
度
の
就
職
志
望
者
（
志
望
者
は
例
年

並
み
の
約
１
割
）
の
た
め
の
情
報
収
集

と
新
規
の
求
人
開
拓
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
職
安
や
関
係
諸
機
関
と
の

情
報
交
換
会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

先
月
か
ら
30
社
以
上

島根大学 島根県立大学浜田キャンパス 島根県立大学出雲キャンパス 島根県立大

学短期大学部 公立鳥取環境大学 鳥取看護大学 鳥取短期大学 新見公立大学 新

見公立短期大学 広島修道大学 広島経済大学 広島文教女子大学 広島工業大学

比治山大学 比治山大学短期大学部 岡山理科大学 川崎医療福祉大学 美作大学

美作大学短期大学部 島根職業能力開発短期大学校 島根県立東部高等技術校 島根

県立石見高等看護学院 浜田医療センター附属看護学校 島根リハビリテーション学

院 専門学校松江総合ビジネスカレッジ 山陰中央専門大学校 松江総合医療専門学

校 島根県歯科技術専門学校 松江栄養調理製菓専門学校 松江理容美容専門大学校

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 出雲医療看護専門学校 広島コンピュー

タ専門学校 広島情報ビジネス専門学校 広島公務員専門学校 広島酔心調理製菓専

門学校 グラムール美容専門学校 小井手ファッションビューティ専門学校

＜協力＞株式会社さんぽう ※参加校に変更の可能性があります

学
校
に
い
な
が
ら
、
中
国
地
区
の
複

数
の
上
級
学
校
の
説
明
を
聞
け
る
良
い

機
会
で
す
。
25
分
間
ず
つ
で
最
大
３
校

ま
で
聞
け
ま
す
。
ま
た
、
就
職
・
公
務

員
志
望
者
へ
の
総
合
説
明
会
（
面
接
指

導
等
も
）
も
実
施
し
ま
す
。

↓6/28(火) 大学等説明会（参加予定校）１３：３０～１５：００

【６月】
■６月８日（水）３年生対象

＜日本学生支援機構予約奨学金

申し込み手続き説明会＞

■６月１０日（金）

＜２年生進路講演会＞

講師：村上育朗氏

(教育未来研究会「そうぞう」)

演題：「高校生としての『旬』を生きる

～進路目標実現に向けてなすべきこと」

■６月１１日（土）

＜保護者進路講演会＞

講師：同上

演題：「備えあれば憂いなし」

～これからの時代を生き抜くために～

■６月２８日（火）

＜大学等説明会＞保護者も可

中国地区の大学・短大・専門学校

約40校の個別説明会

【７月】
■７月７日(木)

＜雲南管内高校生による企業見学＞

３年民間就職希望者対象

■７月１４日（木）

＜３年生進路講演会＞

講師：山崎裕正 准教授

(香川大学ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ)

演題：三刀屋高校生のための

入試対策講座

■７月２１日

＜高校生ジョブフェア＞

３年生就職志望者対象、保護者も可

会場：くにびきメッセ(松江市)

＜島根大学学部説明会＞

・全学年希望者、保護者も可

■７月～８月を中心として

＜看護体験等＞

＜上級学校オープンキャンパス＞

紙面の都合で「地域産業研究」に係る動きは省略

今春卒業生は、高校に入学した段階から例年

と違って就職志望の生徒が多く、実際28名が民

間企業に就職しました。そして、その大半が自

宅から通勤しています。自宅通勤の比率の高さ

には、本校を訪問されるお客様が一様に驚かれ

るようです。地元企業からの求人数増加のお蔭

でもありますが、小中高一貫した地域で繋ぐキャ

リア教育の成果ではないでしょうか。

進路だより第1号(6月8日発行)とあわせてご覧ください

平成28年度（今春）入試から島根大学では、
全学部で地域に貢献する意欲ある人材の育成を
目指す新入試を取り入れました（ＣＯＣ入試）。

国立大学では全国初となる取り組みで、山陰

地方から地域志向の強い学生を受け入れます。

COC入試で入学してきた学生は、自らが所属す

る学部の専門科目と「COC人材育成コース」と

して用意する地域関連科目を系統的に学ぶこと

で、専門的な知識・技能を修得するとともに地

域の課題に対応する応用を身に付けることがで

きます。COC入試を通じて、卒業後に地域で活

躍し、地域とともに地域活性化や地域課題解決

に取り組む人材の養成を目指します。（島大HP）

進路指導関連の予定

今春卒業生の例

平
成
26
年
度
か
ら
３
年
間
の
「
地
域

で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業

実
践
校
（
県
教
委
指
定
）
と
し
て
の
取

り
組
み
を
検
証
し
な
が
ら
、
今
後
も
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
に
貢
献
す

る
意
欲
を
持
つ
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。

島
根
県
内
で
も
地
元
企
業
か
ら
高
校
へ
の
求
人
数
は
こ
こ
３
年
で
増

加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
大
都
市
圏
ほ
ど
の
景
気
回
復
の
兆
し
は
鈍
い

よ
う
で
す
。
以
前
に
比
べ
て
県
内
就
職
希
望
の
割
合
は
他
校
で
も
高
く
、

進
路
指
導
部
で
は
県
東
部
を
中
心
に
地
元
企
業
と
の
情
報
交
換
の
場
を

持
っ
て
、
進
路
目
標
の
実
現
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
進
路

指
導
全
般
に
関
す
る
取
り
組
み
の
一
部
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

このＣＯＣ入試で本校からは４名が合格

大
学
等
説
明
会

就
職
・

公
務
員
志
望
者

へ
の
総
合
説
明
会

進
路
講
演
会

２
年
生
（
６
／
10
）
と

保
護
者
（
６
／
11
）
を
対

象
と
し
た
村
上
育
朗
氏
の

講
演
会
は
、
例
年
の
こ
と

な
が
ら
聴
講
し
た
皆
さ
ん

に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
内
容

は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

2016年（平成28年）6月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第108号（８）



日 曜 学校行事等 部活等

２０ 月 試験発表、ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ再検査

２１ 火 避難訓練

２２ 水 S.C

２３ 木 家庭クラブ総会

２４ 金

２５ 土 出校日(月曜日の授業)

２６ 日 学校開放

２７ 月 期末試験1日目

２８ 火 期末試験2日目、大学等説明会

２９ 水 5/25の代休日

３０ 木 期末試験3日目

日 曜 学校行事等 部活等

１ 金 期末試験最終日

２ 土

３ 日

４ 月

５ 火 防犯教室

６ 水

７ 木 雲南管内企業見学(3年民間就職希望者)

８ 金
壮行式 第1回漢検
1年進研学力テスト
3年進研記述模試

９ 土
3年進研記述模試
県高文連文化ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

１０ 日 雲南ﾊﾞﾝﾄﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ＆ｲﾝﾀｰﾊｲPR活動(ﾗﾒｰﾙ) 参議院選挙

１１ 月

１２ 火
学園祭LHR 第2回PTA生
活指導委員会兼人権・同
和教育推進委員会

１３ 水 S.C 野球県大会(～24)

１４ 木 3年進路講演会

１５ 金
全国高Ｐ連香川大会
3年Ｍ模試 6限授業

１６ 土 3年Ｍ模試 看護医療模試

１７ 日 陸上国体予選

１８ 月 海の日

１９ 火
特別時間割（～26） 1・2年保護者面談(～22日)
学園祭クラス集会 3年三者面談(～28)

２０ 水 PTA木次地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

２１ 木 ジョブフェア(松江)、島根大学学部説明会(希望者)

２２ 金

２３ 土

２４ 日

２５ 月
3年小論模試
PTA三刀屋地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

２６ 火
終業式（午後）
学園祭分団集会

２７ 水 3年夏期補習①

２８ 木 3年夏期補習②
全国総体ﾎﾞｰﾄ競技開会式

（ｱｽﾊﾟﾙ）

２９ 金 3年夏期補習③
全国総体ﾎﾞｰﾄ競技(～8/1)

（さくらおろち湖）

３０ 土 3年大学別ｵｰﾌﾟﾝ模試 全国高等学校総合文化祭広島
大会（美術・写真・書道、

～8/3）３１ 日

7/10(日)投開票
参議院議員選挙

６／２２公示

昨年6月の公職選挙法改正によって、選挙権年齢が20歳以

上から18歳以上に引き下げられて初めての国政選挙です。

（他の地方選挙においては、これ以前にも選挙があります。）

投票日が18歳の誕生日の人、また投票日の翌日が誕生日

の人も投票できます。公職選挙法では誕生日の前日に年を

取ると解釈されているためです。今回の参院選の場合、投

票日が7月10日なら1998年7月11日生まれの人まで投票でき

ます。3年生で7月11日生まれのあなた、あなたにも投票す

る権利があることを忘れないで下さい（選挙権を有する高

校生にも、事前に住民票の住所に通知がきます）。

当初は6月23日公示の案でしたが、沖縄の「慰霊の日」と重なり
「鎮魂の日になじまない」(島尻沖縄相)ことから1日早くなりました。

学校
では

３年生を対象に（5/17）

主権者教育講座を開催
雲南市総務部選挙・

法務グループから講師

を招き、選挙全般に係

る説明を受けました。

公民科の授業で選挙制

度について学んでいま

すが、今回の講座では

「選挙クイズ」なども

盛り込んで、選挙をより身近に感じられるように講話して

いただきました。

「選挙の仕組みがよくわかって良かったです。」（男子）

「自分が有権者になったら、自分の意見を代弁してくれる

人を良く考えて投票したいです。」（女子）

保護者の皆様も、このような機会に、ぜひご家庭で選挙

について話題にしていただけたらと思います。

ここでクイズを一つ（復習です）。

Ｑ．電子メールを使った選挙運動は合法？違法？
Ａ．候補者と政党はできますが、それ以外の人は年齢
に関わらずできません。候補者や政党から届いた選挙運

動のための電子メールを、ほかの人に転送することも禁

止されています。選挙権を有する高校生の政治活動は合

法ですが、友達にメールで安易に特定候補者への投票を

依頼すれば、それは選挙違反となります。

投票日の7月10日（日）には加茂文化ホールラメー

ルを会場に、雲南圏域の中高吹奏楽部による「雲南

バンドフェスティバル」と「インターハイＰＲ活動」

も予定されています。その他、原則朝７時から夜２０時ま

での投票時間（実際には終了時刻が早い投票所があるので

注意）に投票所に行けない可能性があれば、期日前投票の

利用を検討してください。

島根県高等学校ＰＴＡ連合会（高Ｐ連）では

12日（土）に研修会を松江市で開催し18歳選挙権の

留意点が話し合われました(PTA会報で報告します)。

（９）第108号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）6月17日(金)



2016年（平成28年）6月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第108号（１０）

※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに
シリーズ

第22回

こ
の
地
域
の
た
た
ら
関
連
遺
産
が
日
本

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
二
か
月
。
「
出
雲
國

た
た
ら
風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん

だ
物
語
〜
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
概
要
は
前
号

で
紹
介
し
た
と
お
り
だ
が
、
地
味
な
イ
メ
ー

ジ
を
感
じ
る
の
か
、
「
た
た
ら
」
の
歴
史

へ
の
関
心
度
は
、
も
と
も
と
か
な
り
の
温

度
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
▼
奥
出
雲
町

は
い
ち
早
く
、
す
で
に
５
年
前
の
平
成
23

年
に
当
時
の
井
上
勝
博
町
長
が
世
界
遺
産

登
録
を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
直

後
に
私
用
で
訪
れ

た
県
東
部
の
関
連

観
光
施
設
の
責
任

者
は
、
「
世
界
遺

産
な
ん
て
無
理
に

決
ま
っ
て
ま
す
よ
」

と
、
意
気
込
み
ど

こ
ろ
か
、
仕
事
を
増
や
さ
れ
そ
う
で
迷
惑

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
声
に
、
私
は
失
望
感

を
覚
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
▼
た
だ
、
今
回
は

日
本
遺
産
登
録
に
続
い
て
、
「
鉄
の
道
文

化
圏
推
進
協
議
会
」
を
構
成
す
る
三
市
町

が
い
ず
れ
も
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
こ

と
も
表
明
し
、
機
運
が
熟
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
世
界
遺
産
登
録
に
は
「
メ
イ
ン
施
設

の
公
開
が
原
則
」
を
は
じ
め
、
確
か
に
克

服
す
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
ま
ず
は
今

回
の
日
本
遺
産
登
録
を
受
け
、
全
国
か
ら

迎
え
入
れ
る
お
客
様
を
意
識
し
た
環
境
整

備
を
す
す
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う

し
た
中
で
、
錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た

ら
侍
』
で
使
用
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

が
市
に
譲
渡
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
心
強
い
▼
日
本
遺
産
に
求
め

ら
れ
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
化
と
は
、
一
見

す
る
と
関
連
性
が
見
え
に
く
い
地
域
の
文

化
財
や
暮
ら
し
を
、
い
か
に
有
機
的
に
結

び
付
け
、
地
域
が
誇
り
と
す
る
も
の
を
い

か
に
発
信
し
て
い
く
か
だ
ろ
う
。
資
源
の

集
約
化
や
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
こ
と
も
重
要

だ
が
、
す
そ
野
を
広
げ
た
点
と
線
と
面
の

広
域
的
繋
が
り
を
求
め
た
い
。
本
シ
リ
ー

ズ
で
も
取
り
あ
げ
た
「
簸
上
鉄
道
（
木
次

線
）
」
や
「
牛
」
を
大
切
に
す
る
「
天
神

信
仰
」
等
、
た
た
ら
と
は
無
縁
に
見
え
る

事
象
と
の
関
連
付
け
は
、
実
は
地
域
が
抱

え
る
今
日
的
課
題
の
解
決
を
探
る
道
に

重
な
る
。
▼
参
考
に
な
る
の
が
、
伯
耆
国

た
た
ら
顕
彰
会
が
制
作
し
た
『
た
た
ら
の

里
奥
日
野
相
関
絵
図
』
だ
。
本
校
生
も
学

ぶ
「
マ
ッ
プ
」
の
手
法
に
よ
る
相
関
絵
図

は
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
。
平
成
20

年
度
か
ら
鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
・
日
南

町
の
商
工
会
が
た
た
ら
を
テ
ー
マ
に
地
域

振
興
事
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
を
引
き
継

ぐ
形
で
発
足
し
た
の
が
伯
耆
国
た
た
ら
顕

彰
会
で
、
山
陰
両
県
で
今
も
っ
と
も
元
気

な
た
た
ら
好
き
集
団
だ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
、
成
果
は
『
山
陰
中
央
新

報
』
紙
上
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
リ
ー
ダ
ー
で
、
遺
跡
を
案
内
す
る

時
は
映
画
の
主
人
公
の
よ
う
に
中
折
れ
帽

を
か
ぶ
る
事
務
局
長
さ
ん
は
日
野
の
イ
ン

デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
。
学
術
的
研
究
リ
ー

ダ
ー
と
は
別
に
、
お
宝
を
探
り
当
て
る
よ

う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
切
に
す
る
、
そ
ん

な
リ
ー
ダ
ー
が
雲
南
に
も
い
る
は
ず
だ
。

斐

伊

川

物
語
第
21
回

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
〜

日
本
遺
産
登
録
（
４
月
）

次
は
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
三
市
町

参
加
率

島根県

雲南市

秋田県

北秋田市

鹿児島

南さつま市

55.4％ 55.6％ 68.3％

運動の習慣化による健康増進とからだ作りがチャレ

ンジデーの理念。学校の体育の授業や部活動で運動し

た高校生の人数を申告するというのは、このイベント

の趣旨からは若干外れているのかもしれませんが、同

じ日に、皆が同じ気持ちで何かに向かっていると意識

すること自体にも意味があることと思います。

本校からは２４０名ほどが、主に部活動単位で校内

担当者を通じて申告しました。今年は敗れたと聞けば、

雲南市民ならば、やっぱり口惜しいですね。

5/25

＜チャレンジデーを知らない雲南市外の皆様へ＞

チャレンジデーとは、５月の第３水曜日に一日15

分以上の運動をした人の割合を、人口が同規模の自

治体と競うイベントです。負けた自治体は、相手自

治体の旗を庁舎に掲げなければなりません。今年は

三つ巴の決戦でした。

今昔

伯
耆
国
た
た
ら
顕
彰
会
が
制
作
し
た

『
た
た
ら
の
里
奥
日
野
相
関
絵
図
』
。
三

高
生
に
は
雲
南
版
の
た
た
ら
相
関
絵
図
作

成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。

チャレンジつなぐ雲南（子ども×学生×大人）

5月18日の１年生「地域産業研究」の授業で、雲南市産

業振興部産業振興課の渡部喬氏と、一般社団法人スクナヒ

コナの浜崎浩氏より講義をしていただきました。

【生徒の感想】…「雲南市を良くしていこうと思って行動

しておられる方は、意外にたくさんおられて驚いた。雲南

市に住んでいる私たちは、もっと自分の住んでいる地域に

関心を持ってより良くしていこうという気持ちにならない

といけないなと思った。市民みんながそういう気持ちになっ

たら暮らしやすくなると思う。そういう気持ちになるのは

簡単なようで難しい。きっかけがないとなかなかなれない

ので、きっかけ作りが大切だと思った。」

（三高キャリア教育は正に、そのきっかけ作りの場ですネ）

「地域産業研究」講演会(1年)

中高生の！幸雲南塾2016
※ 月一回土曜日を利用した雲南市のキャリア教育が「中

高生の幸雲南塾」と名称変更して再スタートしました。６

月の内容を含めて、次号で紹介させていただきます。

雲
南
市

奥
出
雲
町

安
来
市



自
転
車
が
加
害
者
と
な
る

事
故
を
抑
止
す
る
た
め
、
道

路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
て
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
自
転
車

運
転
に
関
す
る
マ
ナ
ー
向
上

を
意
識
し
た
１
年
前
の
緊
張

感
が
薄
ら
い
で
い
ま
せ
ん
か
？

今
一
度
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
島
根
県
警
が

戦
時
中
の
英
語
は
敵
性
語
と

さ
れ
、
口
に
で
き
な
く
な
っ
た
。

野
球
の
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
が

「
良
し
」
、
「
ボ
ー
ル
」
が

「
駄
目
」
と
な
り
、
花
の
「
コ

ス
モ
ス
」
が
「
秋
桜
」
と
漢
字

表
記
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

戦
後
は
、
当
然
英
語
教
育
も

復
活
し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
高

校
入
試
で
英
語
が
必
須
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
「
英
語
と
職
業

家
庭
の
二
教
科
の
内
、
一
教
科

の
選
択
」
と
い
う
形
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
英
語
の
選
択
制
に
つ

い
て
、
本
校
の
「
五
十
年
史
」

は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

右
の
通
り
、
島
根
県
の
公
立

高
校
入
試
で
英
語
が
必
須
と
な
っ

た
の
は
、
団
塊
世
代
が
高
校
受

験
を
迎
え
た
昭
和
38
年
か
ら
の

こ
と
だ
っ
た
（
彼
ら
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
は
、
常
に
厳

し
い
競
争
を
生
き
抜
い
た
逞
し

い
世
代
だ
っ
た
）
。
保
健
体
育

や
音
楽
、
図
工
も
含
め
て
９
教

科
９
０
０
点
満
点
の
入
試
と
な
っ

た
。
当
時
は
一
ク
ラ
ス
55
人
学

級
時
代
で
、
教
室
は
教
員
が
机

間
巡
視
も
で
き
な
い
す
し
詰
め

状
態
だ
っ
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

理
系
文
系
を
問
わ
ず
、
高
校

か
ら
の
上
級
学
校
受
験
の
合
否

を
特
に
左
右
す
る
の
が
英
語
の

成
績
で
、
１
月
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
も
、
毎
年
英
語
の

受
験
者
数
が
最
も
多
い
。
ま
た
、

国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中

で
、
小
学
校
で
も
２
０
１
１
年

度
か
ら
は
５
、
６
年
生
に
週
１

回
の
「
外
国
語
活
動
」
が
必
修

化
さ
れ
た
。
教
科
外
の
「
活
動
」

で
外
国
語
に
親
し
む
こ
と
が
最

優
先
だ
が
、
こ
の
「
活
動
」
を

３
、
４
年
生
に
引
き
下
げ
、
５
、

６
年
生
は
週
３
コ
マ
程
度
の
教

科
に
な
る
予
定
だ
。
教
科
で
あ

り
、
小
学
生
も
教
科
書
で
学
び
、

評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

雲
南
市
の
英
語
教
育

小
中
高
連
携
に
期
待

平
成
26
年
度
か
ら
は
小
中
高

の
英
語
教
育
の
連
携
を
図
る
た

め
、
「
英
語
教
育
強
化
地
域
拠

点
事
業
」
が
全
国
18
地
域
１
０

２
校
で
取
り
組
ま
れ
、
雲
南
市

で
は
吉
田
小
・
田
井
小
・
吉
田

中
・
三
刀
屋
高
が
指
定
を
受
け
、

４
年
間
の
研
究
活
動
を
続
け
て

い
る
。

三高92年物語
第25回 英語教育事情（今昔）

５
月
30
日
（
月
）
か
ら
４
名

が
、
母
校
の
三
刀
屋
高
校
に
帰
っ

て
教
育
実
習
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
は
民

間
企
業
の
求
人
も
回
復
基
調
に

あ
る
ほ
か
、
公
務
員
も
世
代
別

職
員
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
是
正

の
た
め
、
一
定
水
準
の
採
用
を

継
続
す
る
自
治
体
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
優
秀
な
人
材
を
確
保

し
よ
う
（
優
秀
な
人
材
を
逃
し

た
く
な
い
）
と
、
例
え
ば
松
江

市
は
今
年
度
の
採
用
試
験
を
県

職
と
同
一
日
に
設
定
し
ま
し
た
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
い

の
は
学
校
現
場
も
同
じ
。
我
々

現
役
教
員
も
実
習
生
を
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
小
中
学
校

で
実
習
中
の
皆
さ
ん
に
も
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現

役
三
高
生
の
中
か
ら
も
、
島
根

の
教
員
を
目
指
す
人
が
も
っ
と

も
っ
と
続
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
島
根
の
教
員
が
自

宅
か
ら
地
元
の
学
校
に
通
勤
で

き
る
よ
う
、
我
々
現
場
教
員
は
、

在
籍
す
る
各
学
校
で
教
員
志
望

の
生
徒
も
増
や
そ
う
と
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

未
来
の
先
生
も
奮
闘
！

本
日
、
教
育
実
習
終
了

道路交通法改正から1年 今
年
も
「
鍵
か
け
甲
子
園
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

呼
び
か
け
る
自
転
車
の
「
鍵

か
け
甲
子
園
」
が
、
今
年
は

春
と
秋
の
二
回
実
施
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
は
雲
南
警
察
署

と
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん

に
、
抜
き
打
ち
で
施
錠
状
況

を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

昨
年
は
交
通
安
全
委
員
会

や
生
徒
指
導
部
に
よ
る
啓
発

活
動
も
あ
っ
て
、
本
校
の
平

均
施
錠
率
は
９
９
．
８
％
、

参
加
32
校
中
３
位
で
優
秀
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
一
昨
年

に
あ
っ
た
自
転
車
紛
失
も
、

昨
年
度
は
一
件
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

自
転
車
盗
難
事
案
に
限
ら

ず
、
今
日
で
は
加
害
者
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
の
は
勿
論
、

被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
安
心
安
全
な
社
会
作

り
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
、

無施錠

戦
後
の
英
語
教
育
が
中
学
校
に

お
い
て
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
学

校
差
が
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
入

学
選
抜
の
資
料
に
す
る
に
は
不
適

で
あ
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
英
語
教
育
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

…
（
中
略
）
38
年
に
は
英
語
が
必

修
と
な
っ
て
、
９
教
科
完
全
実
施

９
０
０
点
満
点
と
な
っ
た
。

高校入試での英語必須は昭和38年から

（9教科900点満点の高校入試に）

旧
制
三
刀
屋
中
学
校
で
使
用

し
て
い
た
英
語
教
科
書

（
「
蒼
雲
館
」
所
蔵
）
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三
高
生
は
自
転
車
の
「
鍵
か
け
」

か
ら
も
学
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

た
か
が
自
転
車
の
「
鍵
か
け
」
、

さ
れ
ど
自
転
車
の
「
鍵
か
け
」
！

世
界
禁
煙
デ
ー
・
歯
と
口
の
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

５
月
31
日
（
火
）
、
世
界
禁

煙
デ
ー
と
歯
と
口
の
健
康
週
間

を
推
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

雲
南
保
健
所
の
皆
さ
ん
が
生

徒
の
登
校
時
に
合
わ
せ
て
、
昇

降
口
前
で
チ
ラ
シ
や
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
。
ボ
ー
ド
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
っ
て
、
タ
バ
コ
の
害
の

大
き
さ
や
歯
と
口
の
手
入
れ
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
と
、
生

徒
は
足
を
止
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
し
た
り
、
説
明
に
聞
き

入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

部
活
動
ケ
ガ
予
防
講
習

島
根
リ
ハ
ビ
リ
と
の
連
携

県
総
体
前
の
５
月
24
日
、
島

根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

（
奥
出
雲
町
）
の
先
生
、
学
生

が
来
校
し
、
運
動
部
に
ケ
ガ
予

防
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

→
地
域
の
見
守
り
に
感
謝
←
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『蒼雲』版
↑ボート競技のポスター原画は
高野寛子さん（３年）が作成

ボ
ー
ト
新
聞

2016
インターハイ

島 根
41

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

尾
原
ト
ン
ネ
ル

奥
出
雲
町
（
三
成
・
横
田
）
〜
奥
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ
〜
広
島
県
庄
原
市
方
面

道の駅
「おろ

ちの里
」

石壺神
社

↓「写真提供：国土交通省 出雲河川事務所」

斐
伊
川
上
流
の
尾
原
ダ
ム
の
「
尾
」
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
尾
っ

ぽ
を
意
味
し
ま
す
。
ス
サ
ノ
オ
が
退
治
し
た
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
（
八

岐
大
蛇
）
は
、
斐
伊
川
の
洪
水
を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
、
オ
ロ
チ

退
治
は
「
治
水
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
５
年
前
に
完
成
し
た
尾
原
ダ

ム
の
建
設
は
、
ま
さ
に
平
成
の
オ
ロ
チ
退
治
で
す
。
ダ
ム
堰
堤
下
の

石
壺
神
社
（
写
真
右
下
）
は
、
オ
ロ
チ
の
尾
を
祀
る
地
に
創
建
さ
れ
、

７
３
３
年
に
完
成
し
た
出
雲
国
風
土
記
に
も
石
壺
社
と
し
て
登
場
し

ま
す
（
現
在
の
社
殿
は
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
移
転
新
築
）
。

国
道
３
１
４
号
線

国土交通省出雲河川事務所
↓尾原ダム管理支所

←艇庫

自転車競技施設

スサノオ大橋
北
原
大
橋

水
を
治
め
、
水
と
と
も
に
生
き
る
里
で
の
ボ
ー
ト
競
技
全
国
大
会
に
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

松江道三刀屋・木次インターチェンジ 国道５４号線方面

ボート競技は、雲南圏域５校（三刀屋・掛合・大東・横田・飯南）の高校

生が競技運営をお手伝いします。また、県立出雲養護学校雲南分教室の皆さ

んには、会場を飾るプランターの一部を準備していただきます。

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
は

全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
（
全
国
高
体
連
）
の
主
催
で
毎

年
８
月
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
ほ
と
ん
ど
の

競
技
を
一
県
で
単
独
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

０
４
年
に
島
根
県
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
中

国
０
４
総
体
」
以
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
し
、

今
年
度
は
岡
山
県
を
主
会
場
に
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
５
県
で
開
催
し
ま
す
。

選手1.000名の情熱疾漕にご声援をお願いします

つながろう三高
つながろう雲南

ボート競技
◇開会式 7月28日(木) 16時

三刀屋文化体育館アスパル
◇競 技 7月29日(金)～8月1日(月)
◇会 場 さくらおろち湖ボート競技施設

( 尾原ダム湖／雲南市・奥出雲町 )


